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研究成果の概要（和文）：　本研究は、保育における「子どもと世界の二人称的かかわり」と「子どもと世界が
かか
わっている世界への保育者の二人称的かかわり」の関係構造を明らかにすることを目的とし、文献検討とフィー
ルドワークを行った。その結果、以下のことを見出した。(1)保育は二人称的かかわりの二重構造である。(2)二
人称的かかわりは、対象に共同注意することである。 (3)二人称的かかわりを基盤とした「よさの追求」が文化
的実践となる三人称的世界へとつながる。(4)二人称的記述は、子どもと保育者の一人称を豊かにする。(5) 二
人称的かかわりは対象を深く「知る」。これらが、保育の営みの二人称的転換を導く。

研究成果の概要（英文）：The main findings of the study are as follows: 1)Early childhood care and 
education practice is constructed as double layer including of “second-person engagement", 2)“
Second-person engagement”defines in this study as the way of joint attention to the subject, 3) “
Exploring goodness”of early childhood care and education based on“Second-person engagement”leads 
the world of “third-person engagement" which is a form of cultural practice, 4) Writing the way of
“second-person engagement”enriches child and an early childhood care and education practitioner 
her/his first-person, and 5)“Second-person engagement" makes the subject deeper“recognition” by 
feeling for her/him. The process leads to the transformation of“second-person engagement”in early 
childhood care and education.

研究分野： 幼児教育・保育

キーワード： 保育　保育研究　子ども　二人称的かかわり　「感じ入る」という知り方　「よさ」の探究　文化的実
践　保育の営みの転換

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
保育におけるかかわりを、「子どもと世界（人、モノ、こと）の二人称的かかわり」と「子どもと世界（人、モ
ノ、こと）がかかわる世界への保育者の二人称的かかわり」のかかわりの二重構造としてとらえて、その関係構
造を理論的に明らかにすることにより、保育という営みそのものを見直し、実践の営みをより構造的に示す研究
になった。さらに、保育におけるかかわりの二重構造を「みる」「記述する」研究者もまた、二重構造の営みに
二人称的な眼差しを向け、かかわるという、二人称的かかわりの三重構造が現れた。それは、発達の主体である
子どもの実像に迫ると共に、保育実践のみならず保育研究をも含んだ保育全体の営みの転換の探究となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

N.ノディングズ（1997）は、対象との親密なかかわりを「ケア」という観点から論じ、ケアと
は対象世界に入り込み、そこから世界を見直す（専心没頭 engrossment）と共に、対象を受容し
共に感じる（feeling with）ことで対象を「知る」ことであるとした。この「共に感じる」共感
性の考え方をより詳細に吟味し発展させたのがレディ, V（2015）の「二人称的アプローチ」で
ある。レディは、人が対象（人、もの、こと）を理解していく際には、対象を自分と同じとみな
し推察して相手を理解する一人称的アプローチ、対象を傍観者的に観察し、理論や概念、あるい
はカテゴリーであてはめて「客観的に」理解する三人称的アプローチ、そして、対象に親しみを
もち共感的眼差しを向け、情感を込めて理解する二人称的アプローチの３つがあるとした。「二
人称的アプローチ」は、対象を「ほおってはおけない、あらゆる呼びかけと要求（needs）にい
つでも応答する」特別な他者となる関係を指す。 

林・宇田川・岩田（2013）は、赤ちゃんが人のみならずモノ（materials）とかかわるとき、
モノとの対話を深めながらモノやモノを取り巻く世界を「わかろう」とし、自分の身体の動きを
通して自分自身を知ると共に自分を広げていることを示した。そのような赤ちゃんとモノとの
二人称的かかわりは、その世界を共に喜び味わう保育者の二人称的眼差しの中で生起し観察さ
れていた。また、林・宇田川・岩田・佐伯（2014）は、人的世界には開かれず、モノ的世界に固
執する自閉的傾向の子どもの世界に二人称的にかかわり続け、その世界を丁寧に分析した。自閉
的傾向の子どもにとって、モノ的世界はモノに対して行為を起こすことで生まれる出来事の関
連が一貫して解り易く安心できるのに対し、人的世界は行為に対する出来事が相手の思いや意
図などで変わることから難しい。しかし、人的世界にはモノの「動き」とは異なる「何か」があ
ることの気づきを通して、情感を基盤とした「よさ」の判断が介在することに気づくと、自閉的
傾向の子どもが人の「心 mind」の介在に考慮した「人的かかわり」に開かれていく可能性を示
した。このことから、子どもが人やモノ、ことにかかわり、関係をつくっていくとき、情感から
生起される「よさ」（村井, 2013）（「心地よさ」とともに「望ましさ」）への実感がそのかかわり
を支えていることがわかった。さらに、林・宇田川・岩田・佐伯（2015）は、自閉的傾向の子ど
もへの保育者の二人称的かかわりが周りの子どもたちへ伝播し、自閉的傾向の子どもが、クラス
の子どもたちと一緒に自分たちにとって「望ましい」参加を可能にすることを示した。それは、
「こうあるべき」という三人称の世界から始まる「望ましさ」ではなく、二人称的かかわりを基
盤とした三人称化（望ましさとしてのあるべき世界）が生まれることが確認された。つまり、子
どもが世界と二人称的にかかわるそのかかわりに、保育者が二人称的にかかわることで、子ども
たち同士の二人称的かかわりが拡散（感染）し、保育の営み全体が「二人称化」していく。佐伯
（1995）は「学びのドーナッツ論」で、学び手であるＩが二人称的世界（you 世界）とのかかわ
りを経由する先にある世界を三人称的世界（they 世界）ととらえ、それは、より「よい」ものを
生み出していく文化的実践への参加としている。このように、保育における「望ましさ（倫理的
善）、公正さ」の観点からの二人称的かかわりの展開が、保育実践の新たな転換をもたらすと考
え、本研究に取り組んだ。 
 

２．研究の目的 

本研究は「子どもが関わる世界」、「保育者と子どもがかかわる世界」の二つにおける二人称的
かかわりの意味と関係構造を明らかにする。従来の保育がとかく「三人称的かかわり」であった
ことを問い直し、二人称的かかわりによって保育や保育研究がどのように開かれ転換されるの
か、その可能性を探ることを目的とした。 
 

３．研究の方法 

本研究の方法は、二人称的かかわりをめぐる理論的検討と、二人称的かかわりに視点をあて
たフィールドワークを行うことで、保育研究を含めた保育の営み全体の転換の可能性を探っ
た。主な視点は、①二人称的かかわりの意味と関係構造②保育実践を二人称的に「みつめ」「記
述する」ことの意味③保育における二人称的かかわりを基盤とする三人称世界への道筋の 3 点
であった。なお、フィールドワークは、イタリア・レッジョエミリア市の保育、鳥取県・仁慈
保幼園、赤碕子ども園、都内幼稚園、特別支援学校で観察、インタビューを行った。研究対象
園、保護者に研究及び発表への許可を得ると共に、プライバシー保護のため、登場人物は全て
アルファベットで記載した。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果は以下の５点である。 
(1)保育は二人称的かかわりの二重構造である。(2)二人称的かかわりは、対象に共同注意するこ
とである。(3)二人称的かかわりを基盤とした「よさの追求」が文化的実践である三人称的世界
へとつながる。(4)二人称的記述は子どもと保育者の一人称を豊かにする。(5) 二人称的かかわ
りは対象に「感じ入る」ことで、対象を深く「知る」。これらが、保育の営みの二人称的転換を
導くことを見出した。 

本報告書では、研究方法の視点にあげた②保育実践を二人称的に「みつめ」「記述する」の検
討事例の一つを通して、上記にあげた研究成果を述べていく。 

下記の記録は、人とのかかわりが困難だった K 男（2 年保育 4 歳児）が園庭の築山から水を流



し泥状になった斜面を滑り降りたことから、T 男とのかかわりが生まれる場面を記した保育者の
記述の抜萃である。 

 
【記述 A】 
・・・K 男は築山からバケツに水を汲み、築山の上から繰り返し水を流す。築山の斜面が泥状に
なると、K 男はバケツを置き築山の斜面を手でなぞる。突然、K 男はバケツを置き、斜面の上ま
で駆け上り、ドロドロになった斜面を滑り出す(中略)K 男の乱暴な動きにこれまで距離をとって
いた T 男が総合遊具から K を見ている。T 男は総合遊具から降り、斜面を駆け上り K 男の後ろに
立つ。他の子たちもやってくる。T 男は先に滑り降りた K 男の後ろ姿を見つめる。T 男は自分の
番になると勢いよく斜面を滑り降り、立ち上がって〇〇レンジャーのポーズをとる。すると K 男
は築山の上で同じポーズを取って、斜面を滑った後もポーズをとる。それから K 男と T 男は笑う
(中略)その後、K 男が水を汲んできて斜面から流し出すと、T 男や周りの子も興味津々で同じ動
きを始めるが子ども同士の会話はない。途中、K 男は滑る順番でトラブルになりそうになるが、
その場にいた子の存在を意識して順番を守った。K 男が友達と同じ場でトラブルもなく 30 分以
上遊べたのは初めてのことだった。 
 
 記述 A は子どもの動き（対象とのかかわり）が時系列で語れた抽象的な記述で、その場の背景
や情景の説明がなされず、K 男や T 男の心の動きが見えてこない。保育者は K 男の変容に気づい
ているが、外側からの観察の眼差し＝三人称的記述となっている。 
 ライル(1987)は、心は表に現れているそのものであり、心は名詞でなく副詞としてみること、
心は表情や、眼差し、しぐさから当人の情感や訴えが現れ、動作、存在、性質、状態を見ること
の必要性を示した。 

そこで、保育者は再度、K 男や T 男の心の動きが見えてくる記述（下線部分が加筆）を試みた。
それが記述 B である。 

 
【記述 B】 
・・・K 男は築山から３メートル横にある水道でバケツに水を汲み、築山の上から繰り返す。汗
をかきながら水道と築山を往復するうち、自分の流した水の筋の上を歩くと築山の斜面が泥状
になっていくことに気付く。K 男はバケツをその場に無造作に置き、一心に築山の斜面を手でな
ぞる。突然、K 男はハッとしたような表情でバケツを置き、斜面の上まで駆け上り、ドロドロに
なった斜面を満面の笑みで滑り出す(中略)K 男の乱暴な動きにこれまで距離をとっていた T 男
が、築山から 2m 程離れた総合遊具から K をじっと食い入るように見ている。T 男は総合遊具か
ら降り、斜面を駆け上り K 男の後ろに立つ。他の子たちもやってくる。T 男は自分の番が待ちき
れない様子でその場ではねながら、先に滑り降りた K 男の後ろ姿を食い入るように見つめる。T
男は自分の番になると勢いよく斜面を滑り降り、立ち上がって〇〇レンジャーのポーズをとる
と、K 男は築山の上で「ほぉっ」という表情で T 男を見つめ、T 男と同じポーズを取って、斜面
を滑った後もポーズをとる。それを見た T 男はニヤリとして滑り降り、K 男と視線を合わせて笑
い合う。(中略)その後、K 男が水を汲んできて斜面から流し出すと、T 男や周りの子も「ハッと」
したように見つめ同じ動きが始まる。子ども同士に会話はない。途中、K 男は滑る順番でトラブ
ルになりそうになるが、その場にいた子の存在を意識して順番を守った。K 男が友達と同じ場で
トラブルもなく 30 分以上遊べたのは初めてのことだった。 
 
K 男の土との二人称的かかわり 

記述 B からより鮮明になったのは、人とのかかわりが困難な K 男が、土に心を寄せ、土の声に
耳を傾け対話しながら、労を惜しまず自ら土に働きかけ、応答しながら土とのかかわりを楽しん
でいることが見て取れる。つまり、K 男は土に二人称的にかかわっている。 
対象に共同注意する 

記述 B を書くとき、保育者は過去の出来事を現在でより鮮明に振り返り、「あたかも自分がそ
の場にいて、K 男が立つ築山の斜面の泥を自分も見つめたり、K 男と同じように自分も泥に手を
触れたりした感覚になった」と述べた。これは保育者が K 男の視線に注目し、K 男がみているも
の、感じ入った(feel for)対象を、記述を通して共同注意しており、二人称的眼差しによる二人
称的記述となった。 
 このように、「子どもがかかわる世界」に「保育者は二人称的にかかわる」のである。その構
造を示したのが、図１である。 
現象を二人称的に見る二人称的アプローチ 

では、そのような子どもと保育者の二人称的かかわりを記述する保育研究はどうであろうか。
保育者は自分の保育実践を日々記録する。また、保育研究に従事する研究者たちも保育を記述す
る。観察者となる研究者は、子どもにも保育者にも二人称的にかかわらないし、双方向の関係で
もない。しかし、子どもや保育者の二人称的かかわりを研究者が感じ取りながら、そこでの現象
自体を二人称的に見て、意味を応答しないではいられないものとして感じ入る(feel for)、その
ような研究は二人称的研究であり、言い換えれば、それは二人称的アプローチである。 

その構造を示したのが、図２である。二人称的かかわりの二重構造である保育を、二人称的に
研究する―そのような保育研究は、二人称的かかわりの三重構造である。 



「よさ」の追求が文化的実践に向かう 
 T 男は泥に心を寄せ、「より面白く」しようと土とかかわり、そのかかわりを T 男が「面白い
＝よい」と感じ自分もやってみた。2 人が相互に模倣したのは、互いの「より面白い＝よさ」を
交換していった。K 男は T 男と共に「よさ」を創り出し、共有していく心地よさに気づいた。だ
から、人とのかかわりが困難だった K 男が、互いの存在を意識して順番を守ったのである。ここ
に K 男の「よさ」の芽生えが見て取れる。そして、このような K 男と T 男の情感を基盤とする二
人称的かかわりによって、K 男自身が友達との関わりの中で相手の存在を意識し、順番を守ると
友達と心地よくかかわれるという規範に気づき、自ら実行した。これは、初めに規範があり、そ
れを守らせるのではなく、K 男自身が「よさ」を発見し自らが実践を創り出している。K 男が T
男との情動的・二人称的かかわりを通して、三人称的世界である文化的実践に向かっていく姿が、
二人称的記述により見えてきた。 
主体としての一人称の確立 
 ここで注目したいのは、これまで人とのかかわりが困難だった K 男が「互いの存在を意識して
順番を守った」ということである。従来の見方や捉え方であれば、"友達と一緒に遊びたい思い
が自己抑制を生む。友達とのかかわりが重要であり、それゆえに、友達とかかわらせていかなけ
れば"と捉え、援助に躍起になる傾向はないだろうか。二人称的記述によって、保育者である「私」
が出来事を rethink（再考する）, reflect（省察する）, restate（言い換える）（レディ, 前
掲書）した。それは、出来事を俯瞰し客観的に見ること（三人称的吟味）であった。すると、K
男の思いや願い、訴え、それは主体としての K 男の「私」であるという一人称が明確になった。
そのことによって、子どもへのニーズへの応答を可能にする。子どもの発達には友達とかかわら
せなければと「ねばならない」援助ではなく、二人称的かかわりを基盤とした「よさ」の追求に
よって K 男が友達とかかわっていく心地よさに気づき、それは、かかわることの「よさ」や面白
さを共に探求していく三人称的世界＝文化的実践に向かうことに保育者が気付いた。これは、独
りよがりの一人称的かかわりや見方、或いは、客観的な三人称的見方に翻弄されない保育者とし
ての一人称、保育者の主体としての「私」が作られていく。 
対象に「感じ入る」ことで「知る」 
 K 男は土と、そして、保育者は記述を通して K 男と二人称的にかかわっていた。その中で、K
男は土の性質や土との様々なかかわりを、保育者は K 男の思いや願い、訴えを深く知っていっ
た。二人称的かかわりは対象を深く「知る」という営みがあることがわかった。その知り方は、
一般的な定義や理屈で知っていく知り方とは異なる。K 男の土とのかかわりでも見られたように、
K 男は心を動かしながら、情感的に土や土とのかかわり方を深く知っていった。また、保育者は
K 男と土、K 男と T 男のかかわりを振り返り、二人称的に記述するとき、「あたかも自分がその場
にいて、K 男が立つ築山の斜面の泥を自分も見つめたり、K 男と同じように自分も泥に手を触れ
たりした感覚になった」と述べている。これは、観察や他人事のように「感じる（feel of）」で
はなく、対象の内側に入り、対象に「なって」感じ入る（feel for）という知り方(Keller, 1983)
である。 

このように、二人称的かかわりは、対象に感じ入る（feel for）という知り方を可能にし、そ
れは、知という営みを変換させていく。これまで、発達研究が、子どもや子どもの発達を内側か
ら見る視点の欠如によって、子どもの生き生きとした実像に迫れず、発達の主体である子どもの
希望が語られてこなかったことが発達研究の根本的に問題にあげられてきた（浜田, 1993、鯨岡, 
2001）。しかし、本研究により、二人称的かかわりが保育実践のみならず、保育研究を含んだ保
育全体の営みの転換し、それは、子ども、保育者、そして研究者の希望が語られる可能性を見出
した。 
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